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日本遺産を通じた地域活性化計画 

 

認定番号 日本遺産のタイトル 

032 鯨とともに生きる 

 

（１）将来像（ビジョン）  

 

〇 日本遺産「鯨とともに生きる」の舞台、紀伊半島の南東部、熊野灘沿岸地域では江戸

時代初期に組織的な捕鯨が始まり、現在でも捕鯨が受け継がれている。地域には鯨と人

の長い関わりを示す史跡が残り、鯨にまつわる様々な祭りや伝統芸能、食文化が受け継

がれている地域である。 

当地域は高齢化による人口減少が懸念される過疎化が進む地域であり、今後も「日本

遺産」のブランドを活用し、交流人口を増加させることが地域活性化には極めて重要で

ある。加えて、地域における文化の保存・活用・継承につなげていきたい。 

 

（地域の長期的構想における日本遺産の位置づけ） 

〇 「第三期和歌山県文化芸術振興基本計画」では、「文化資源の保全と活用による地域づ

くり」の中で、「『日本遺産』」のストーリーを活かした地域活性化の推進」を掲げ、和歌

山県の日本遺産のストーリーを活用し、地域の活性化や観光振興を図り、あわせて、日

本遺産の認知度向上に努めるとともに、構成する文化財の整備を進めることとしてい

る。 

  また、「和歌山県観光振興実施行動計画」では、世界遺産や温泉等、様々な視点で和歌

山を売り出し観光振興につなげるとしているが、その中の一つとして、「日本遺産」を活

用することで和歌山にしかない特別な「物語」・「歴史・文化」を分かりやすくストーリ

ー立てて発信することをテーマに掲げている。和歌山県内では「鯨とともに生きる」を

含め、７件の日本遺産が認定されており、それぞれ認知度向上、連携を図り、誘客につ

なげることとしている。 

 

「鯨とともに生きる」構成市町においては、捕鯨文化の中心自治体である太地町が「第

２次まち・ひと・しごと創生総合戦略」の中で「くじらを核とした産業振興で『豊かで

活力のあるまち』を創造する」と基本目標を掲げている。くじら、自然、文化などの町

独特の観光資源を活用するため、受入態勢や情報発信の強化や、観光や町内産業をつな

げる総合的な構想「森浦湾鯨の海計画」を戦略的に推進してＳＵＰ、シーカヤックとい

った新たな体験観光素材を開発するなど、さらにくじらを核として「豊かで活力のある

まち」を創造することを目標としている。また、ほかの構成市町でも「第２期新宮市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」や「串本町第２次まち・ひと・しごと創生総合戦略」

にて、日本遺産を観光資源として位置づけるとともに、その文化の保存や振興を計画に

掲げている。 

 

 

（様式２） 
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（地域の将来像） 

○ 当地域は、ここにしかない観光資源に恵まれており、日本遺産「鯨とともに生きる」

に加え、令和６年度に登録から 20 周年を迎えた世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

という２種の遺産エリアが併存する地域であり、それぞれの特徴から「海の日本遺産、

山の世界遺産」と打ち出している。 

また、プレート運動から生まれた３つの地質体が織りなす独特な景観や生態系などを

体験できる日本ジオパークの「南紀熊野ジオパーク」に加え、日本初の民間ロケット射

場「スペースポート紀伊」を使用したロケットの打ち上げは新たな観光資源として注目

されており、新たな産業・観光資源の拠点になる地域である。 

近年、観光客の嗜好が、従来型の観光スポットを巡る観光から体験型観光に移行して

いることから、和歌山県が誇る海・山・川の美しい自然との触れあい体験として、熊野

古道トレッキング、ＳＵＰ、カヤック、カヌー等「体験型観光」の素材が豊富にある当

地域は、更なる観光客増加が見込める地域である。加えて、紀伊半島の海岸線沿いを太

平洋岸自転車道がナショナルサイクルルートに指定されるほか、和歌山県全域約 800㎞

にブルーラインを整備して WAKAYAMA800と称してサイクリング振興に取り組んでおり、

紀伊半島南部の熊野エリアを一周する「クマイチ」など、当地域はサイクリングブーム

の拠点にもなりつつある地域でもある。さらに、サイクリングルートの一部は鉄道と並

行しており、ＪＲ西日本が運行している「サイクルトレイン」を利用すれば、初心者を

含めた幅広い層が活用できる。 

そして、歴史・文化・自然を学び、様々な体験が出来るエリアとして、教育旅行等を

始めとする団体旅行についても誘致を促進していく。また、近年増加している外国人観

光客の受け入れ態勢を整えていく。 

今後も、日本遺産を活用した体験メニューの充実や周遊ルートの構築等、世界遺産を

はじめ当地域の様々な観光資源と連携したプロモーションを展開し、誘客促進や来訪者

の滞在時間の延長を促すための取り組みを行う。 

 

これらの取り組みを通じて、日本遺産「鯨とともに生きる」を形成した景観、そこか

ら生まれた、現在も地域に根付く捕鯨文化や歴史に来訪者が触れる機会を増やすととも

に、学校教育や教育旅行などを通して若年層にも日本遺産や捕鯨文化の理解を深めても

らうことで、文化の保存・活用・継承につなげていく。この捕鯨文化は、江戸時代から

続く独特な文化資源であり、今後も継承し続けることでさらに有力な観光資源にもな

る。有力な観光資源があれば、それをもとに民間事業者が観光商品を作成し、来訪者の

誘客につながり、結果として交流人口の増加や地域の活性化、ひいては地域住民が豊か

になるという好循環にもつながる。 

こういった好循環を将来の目標として、一層の日本遺産の活用、捕鯨文化の保存・活

用・継承に取り組んでいく。 
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（２）地域活性化計画における目標 

※各目標に対し、複数の指標を設定可 

目標①：地域住民や国内外からの来訪者が日本遺産のストーリーに触れ、その魅力を体

験すること 

指標①－Ａ：構成文化財に含まれる祭りの来場者数（単位：人） 

年度 
実績 

2022 2023 2024 

   
数値 107 7,010 7,258 

年度 
目標 

2025 2026 2027 2028 2029 2030 

数値 7,330 7,403 7,477 7,551 7,626 7,702 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

河内祭の御舟行事など日本遺産を構成する伝統芸能や祭りへの

来場者数。 

2025 年度は 2024 年度の来場者数に対して 101％とし、その後も

伸び率を 101％とする。市町村からの報告により把握 

 

目標①：地域住民や国内外からの来訪者が日本遺産のストーリーに触れ、その魅力を体

験すること 

指標①－Ｂ：太地町立くじらの博物館入館者数 

年度 
実績 

2022 2023 2024 

   
数値 138,757 129,260 

112,698（審査時） 

131,837（審査後に

判明した実績値） 

年度 
目標 

2025 2026 2027 2028 2029 2030 

数値 

113,825（審査時） 

133,155（審査後に

判明した目標値） 

114,963（審査時） 

134,486（審査後に

判明した目標値）  

116,112（審査時） 

135,830（審査後に

判明した目標値） 

117,273（審査時） 

137,188（審査後に

判明した目標値）  

118,446（審査時） 

135,559（審査後に

判明した目標値）  

119,630（審査時） 

136,914（審査後に

判明した目標値）  

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

構成市町である太地町が設置・運営している「太地町立くじらの

博物館」において、鯨の生態・捕鯨文化の歴史等について、学術

的見地から学習し、実際にふれあい体験などを通して鯨類につい

て体感するとともに、絵付け体験等の体験もできる施設もできる

施設である。 

2025 年度は 2024 年度の入館者数に対して 101％とし、その後も

伸び率を 101％とする。くじらの博物館からの報告により把握 
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目標②：地域において日本遺産のストーリーが誇りに思われること 

指標②－Ａ：協議会の事業を通して日本遺産のストーリーを理解した参加者の割合 

（単位：％） 

年度 
実績 

2022 2023 2024 

   
数値 ― ― ― 

年度 
目標 

2025 2026 2027 2028 2029 2030 

数値 80 84 88 92 96 100 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

セミナーやウォークイベント等協議会の開催した事業の参加者

アンケートにより把握する。 

2030年度までに 100％の理解を得ることを目標とする。 

※実績値は同様の調査を実施していなかったため、把握していな

い 

 

目標③：日本遺産を活用した事業により、経済効果が生じること 

指標③－Ａ：太地町立くじらの博物館入館者数（単位：人） 

年度 
実績 

2022 2023 2024 

   
数値 138,757 129,260 

112,698（審査時） 

131,837（審査後に

判明した実績値） 

年度 
目標 

2025 2026 2027 2028 2029 2030 

数値 

113,825（審査時） 

133,155（審査後に

判明した目標値） 

114,963（審査時） 

134,486（審査後に

判明した目標値）  

116,112（審査時） 

135,830（審査後に

判明した目標値） 

117,273（審査時） 

137,188（審査後に

判明した目標値）  

118,446（審査時） 

135,559（審査後に

判明した目標値）  

119,630（審査時） 

136,914（審査後に

判明した目標値）  

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

構成市町である太地町が設置・運営している「太地町立くじらの

博物館」において、鯨の生態・捕鯨文化の歴史等について、学術

的見地から学習し、実際にふれあい体験などを通して鯨類につい

て体感するとともに、絵付け体験等の体験もできる施設であり、

周辺の資産・体験施設等への誘客を促進する起点となるため 

くじらの博物館からの報告により把握。指標①－Ｂと同様 
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目標④：日本遺産のストーリー・構成文化財の持続的な保存・活用が行われること 

指標④－Ａ：日本遺産や捕鯨文化についての小中学校での授業回数（単位：回） 

年度 
実績 

2022 2023 2024 

   
数値 69 61 67 

年度 
目標 

2025 2026 2027 2028 2029 2030 

数値 67 67 67 67 67 67 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

構成市町における小中学校での日本遺産や捕鯨文化についての

授業回数。各教育委員会からの報告により把握。2024年と同数を

維持することを設定 

 

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること 

指標⑤－Ａ：対象エリア内の観光客入込み数（単位：人） 

年度 
実績 

2022 2023 2024 

   
数値 3,753,183 4,413,047 

4,738,525

（審査後判明した実績値） 

年度 
目標 

2025 2026 2027 2028 2029 2030 

数値 

4,457,177

（審査時） 

4,785,910 

（審査後判明した目標値） 

4,501,748

（審査時） 

4,833,769 

（審査後判明した目標値） 

4,546,765

（審査時） 

4,882,106 

（審査後判明した目標値） 

4,592,232

（審査時） 

4,930,927 

（審査後判明した目標値） 

4,638,154

（審査時） 

4,980,236 

（審査後判明した目標値） 

4,684,535

（審査時） 

5,030,038 

（審査後判明した目標値） 

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法 

2025年度以降の伸び率を 101％としている。 

和歌山県観光客動態調査により把握 
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（３）地域活性化のための取組の概要 

将来像実現のため、協議会と地域の観光関連事業者、地元ガイド等が連携して取組を進 

める。 

 

①組織整備 

  当協議会は 2024 年度までに、行政組織ではない３団体が新たに加入するなど協議会

体制の強化を進めている。今後、さらに当地域の活性化を図るためには、「大阪・関西万

博」やロケット打上げなどのインバウンドを含め多数の人が来訪する機会を捉え、日本

遺産のみならず、世界遺産やジオパークといった他の観光資源と連携して、効果的に情

報を発信していくことが重要である。そこで、引き続き協議会への民間事業者の加入促

進を行い、民間の事業者の視点・発想などを協議会に取り入れるとともに、効果的な事

業展開のため協議会内外の意見などを反映していく。 

  ・組織体制への行政組織以外の参画に向けた検討、加入促進 

  ・協議会事業への協力者の増加（商品の委託販売など） 

  ・協議会総会、幹事会の開催 

 

②人材育成及び活用 

当地域は、前述のとおり、日本遺産に限らず、世界遺産、ジオパークなどの観光資源

が豊富であり、それぞれの分野のガイドが存在する。そこで各分野のガイドにも呼び掛

けて、日本遺産の見識を深める機会を設けることにより、各分野のガイド活動をする中

でも日本遺産の知識を活用した案内等の実践につなげ、日本遺産の認知度をさらに高め

ていく。 

・ガイド養成講座の開催 

・養成したガイドのスキル向上を図る研修会の開催 

・養成したガイドによる日本遺産ウォークイベントの開催 

 

③観光事業化の推進 

協議会としてこれまで整備してきた日本遺産・捕鯨文化についての説明板や、体験メ

ニュー・鯨食提供店舗などをそれぞれ紹介するパンフレットもあり、日本遺産のストー

リーを体験してもらうために必要となる基盤は整っている。こうした基盤を維持すると

ともに、地元太地町が整備を行っている「森浦湾くじらの海構想」で開発された新たな

体験観光素材である、鯨を活用したＳＵＰ、シーカヤックといった既存のコンテンツと

の連携を深め、地域内外の人々に日本遺産のストーリーを体験してもらう機会を設け、

当地域での消費・経済効果の拡大を図る。 

・説明板、案内板の確認、整備の検討 

・各種パンフレットの修正、増刷 

・既存コンテンツを提供する事業者と連携して、体験者が日本遺産ストーリーに触れ 

る機会を提供する仕組みの検討、実施 

 

④普及啓発・情報発信の強化 

「大阪・関西万博」やロケット打上げなどのインバウンドを含め多数の人が来訪する
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機会を捉え、日本遺産のみならず、世界遺産やジオパークといった他の観光資源と連携

して、効果的に情報を発信していくことにより、当地域への誘客の促進を図る。 

また、若年層に向けて、捕鯨文化等についての学校教育や教育旅行誘致を推進してい

くことで、若年層にも日本遺産や捕鯨文化についての理解を深めてもらい、将来の文化

継承につなげる。 

・他の観光資源、イベントと連携したプロモーションの実施 

・雑誌等様々な媒体を活用した情報発信 

・ウェブサイトや SNS等を活用した効果的な情報発信 

・教育旅行等の誘致推進 

 

（４）実施体制 

和歌山県東牟婁振興局地域づくり課に協議会の事務局を設置し、当該地域の関係団体

等の意見も反映した多面的な事業を展開することを目的として、行政（県・市町の観光・

商工部局、教育委員会）だけではなく、観光協会等観光関連団体、芸能保存会等関連す

る団体が構成組織となっており、また、交通事業者（西日本旅客鉄道株式会社和歌山支

社）、旅行事業者（熊野御坊南海バス株式会社、（一社）日本旅行業協会和歌山地区）が

オブザーバーとして参画していることから、それぞれの組織が連携して効果的に下記の

取組を実施する。 

また、さらなる来訪者の増加を見据え、（公社）和歌山県観光連盟等と連携し、インバ

ウンドを含めた来訪者の視点に立った情報発信等に努める。そして、現在の協議会体制

に加えて、協力事業者等と広く連携できる体制を整えていく。 

 

○協議会事務局 

 ・効率的な事務運営を行うとともに、構成団体内の相互の情報を共有し、食・体験・

文化等の情報を効果的に発信する 

○行政 

 ・協議会の取組への協力及びそれぞれの長期的計画をもとに日本遺産の活用を図る 

○観光協会等観光関連団体： 

・現在販売中の日本遺産ウォークツアー等関連商品のさらなる情報発信・販売促進 

・インバウンドを含めた来訪者の視点に立った情報発信 

 ○芸能保存会 

  ・さらなる普及啓発を行い、将来への文化継承を行う 

 

［人材育成・確保の方針］ 

当地域は、前述のとおり、日本遺産に限らず、世界遺産、ジオパークなどの観光資源

が豊富であり、それぞれの分野のガイドが存在する。そこで各分野のガイドにも呼び掛

けて、日本遺産の見識を深める機会を設けることにより、各分野のガイド活動をする中

でも日本遺産の知識を活用した案内等の実践につなげ、日本遺産の認知度をさらに高め

ていく。また、養成したガイドにスキルアップ研修会等に参加してもらうよう働きかけ、

スキルを発揮できるウォークイベント等を実施することで、日本遺産の認知度向上及び

日本遺産ガイドの能力の向上を図る。 
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本県では、当地域の一部を含む世界遺産エリアにおいて、外国語により案内出来る「高

野・熊野地域通訳案内士」の制度があることから当該有資格者に対し、日本遺産ガイド

研修への参加を求めるなど、活動に活かすことにより外国人観光客の日本遺産について

の認知度向上を図るとともに、受入体制を整える。 

また、地域住民に日本遺産や捕鯨文化についての理解を深めてもらうための地域住民

に向けたセミナーを開催する。さらに、若年層に向けて、捕鯨文化等についての学校教

育や教育旅行の誘致を推進していくことで、若年層にも日本遺産や捕鯨文化についての

理解を深めてもらい、将来の文化継承につなげる。 

 

（５）日本遺産の取組を行う組織の自立・自走 

これまで協議会の体制強化を図りながら、日本遺産の認知度向上等普及啓発を積極的

に進めてきており、さらに、2022年度からはウォークイベントを開催し、参加者から参

加料を徴収するといった事業を行っているほか、2024年度から地域の事業者との間に覚

書を交わし、その事業者の商品を委託販売することで収益が協議会に入るといった事業

を開始しており、協議会自ら財源確保に取り組んでいる。 

引き続き、日本遺産の情報発信、受入環境整備、ガイドの育成等に取り組み、前述の

周辺資産との組み合わせによる観光消費額の増加を見込めるまでは、自治体からの支援

を得て事業を継続していくとともに、協議会財源のさらなる拡大・充実化を図っていく。 

こういった事業が一定の実績を作り、軌道にのるようであれば、順次自治体からの支

援を少なくし、観光関連事業者等民間事業者が運営の中心的役割を果たせるよう財源・

事務の移行も念頭に置いて、事業を進めていく。 

 

（６）構成文化財の保存と活用の好循環の創出に向けた取組 

構成文化財に関しては、社寺・史跡等については、適切に保存がなされているので、

引き続き適切な保存に努める。 

一方、祭りや伝統芸能については、新型コロナウイルス感染症の影響や担い手の高齢

化もあり、開催を数年にわたり延期・中止に追い込まれたり、神事のみに縮小して催行

したりといった事態が生じており、後世への保存・継承を確実にするための施策を講じ

ていく必要がある。 

若年層に向けた学校教育や教育旅行等の誘致を推進していくことで、次代の担い手と

なる若年層にも日本遺産や捕鯨文化についての理解を深めてもらい、将来の文化継承に

つなげる。また、日本遺産や捕鯨文化についての住民向けのセミナー等を開催すること

で、地域住民に捕鯨文化の大切さを再認識してもらうとともに、郷土愛の醸成を図り、

地域住民による祭りや伝統芸能の保存活動につなげる。 
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（７）地域活性化のために行う事業  

 

（７）－１ 組織整備  

（事業番号１－Ａ） 

事業名 協議会の組織整備 

概要 協議会の計画の円滑な実施のため、行政組織以外の観光関係者や民間事

業者なども加え、協議会体制を強化する 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

事業全体の統括を行う

組織の整備 

行政組織以外に、観光関係者や民間事業者など

も加え、協議会体制を強化 

・飲食店：新たな鯨メニューの開発 

・体験事業者：新たな体験メニューの開発 

・商工会：飲食店の支援 

・観光事業者：新たなメニューの販売 

といった観点から意見を出し合い、事業内容を

検討する 

協議会 

② 
  

 

③ 
  

 

④ 
  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

組織体制への行政組織以外の参画者数 

10団体 

2023 10団体 

2024 12団体 

2025 
組織体制への行政組織以外の参画に向けた検討・

協議 
１回 

2026 組織体制への行政組織以外の参画者数 13団体 

2027 
組織体制への行政組織以外の参画に向けた検討・

協議 
１回 

2028 組織体制への行政組織以外の参画者数 14団体 

2029 
組織体制への行政組織以外の参画に向けた検討・

協議 
１回 

2030 組織体制への行政組織以外の参画者数 15団体 

事業費 2025年度：－     2026年度：－    2027年度：－ 

継続に向けた

事業設計 

事業実施の際に協力いただいている観光関係者や民間事業者に対して、

協議会加入の提案を行う。 
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事業費 2028年度：－     2029年度：－    2030年度：－ 

継続に向けた

事業設計 

事業実施の際に協力いただいている観光関係者や民間事業者に対して、

協議会加入の提案を行う。 

 

 

（事業番号１－Ｂ） 

事業名 日本遺産整備に資する資金の獲得 

概要 協議会が実施する商品の委託販売事業を通して資金の獲得を図る 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 
商品の委託販売事業を

通した資金の獲得 

協議会が実施する商品の委託販売事業を通して

日本遺産整備に資する資金の獲得を図る 協議会 

② 
  

 

③ 
  

 

④ 
  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

商品の委託販売事業による協議会の収益 

― 

2023 ― 

2024 4,800円 

2025 商品の委託販売事業による協議会の収益 10,000円 

2026 商品の委託販売事業による協議会の収益 11,000円 

2027 商品の委託販売事業による協議会の収益 12,000円 

2028 商品の委託販売事業による協議会の収益 13,000円 

2029 商品の委託販売事業による協議会の収益 14,000円 

2030 商品の委託販売事業による協議会の収益 15,000円 

事業費 2025年度：－     2026年度：－    2027年度：－ 

継続に向けた

事業設計 

2024 年度に覚書を交わして、協議会に収益の入る商品の委託販売事業

を開始。継続して各種イベント出展の際に販売し、協議会に収益が入る

よう努める。 

事業費 2028年度：－     2029年度：－    2030年度：－ 

継続に向けた

事業設計 

覚書を交わす事業者の増加や取り扱う商品の拡大などを検討して、収益

額の増加を図る。 
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（７）－２ 戦略立案  

（事業番号２－Ａ） 

事業名 ＰＤＣＡサイクルをまわす仕組みの整備 

概要 事業の進捗状況や効果把握のため、定期的な会議等を設定する 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

協議会総会、幹事会の

開催 

各事業の進捗状況や効果把握のため、年１回の

総会を設定し、年間事業計画の策定を行う。およ

び年２回の幹事会を設定し、各事業の進捗状況

や効果把握を行い、事業の円滑な推進を目指す。

必要に応じて、関係機関での情報交換を図る担

当者会議等を適宜開催 

協議会 

② 

事業の進捗状況・効果

把握 

協議会総会を年１回以上開催し、前年度の事業

報告・収支決算、当該年度の事業計画・収支予

算について報告を行う。総会の場では、ビジョン

に基づく効果的な事業内容であること、また、効

果的に事業展開を図れるかどうかについて検討 

協議会 

③ 

事業計画の立案・進捗

管理 

ビジョンに基づき、長期・短期の事業計画を協

議会幹事会で立案し、総会に諮る。 

年度途中においては、協議会・構成自治体等が

実施する事業について、情報交換・共有を図り、

より効果的な事業展開を行い、成果が導き出せ

るよう複数回担当者会議を開催 

協議会 

④ 

  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

総会、幹事会の開催実績 

総会２回、幹事会２回 

2023 総会１回、幹事会２回 

2024 総会２回、幹事会２回 

2025 総会、幹事会の開催実績 総会１回、幹事会２回 

2026 総会、幹事会の開催実績 総会１回、幹事会２回 

2027 総会、幹事会の開催実績 総会１回、幹事会２回 

2028 総会、幹事会の開催実績 総会１回、幹事会２回 

2029 総会、幹事会の開催実績 総会１回、幹事会２回 

2030 総会、幹事会の開催実績 総会１回、幹事会２回 

事業費 2025年度：－     2026年度：－    2027年度：－ 

継続に向けた

事業設計 

－ 
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事業費 2028年度：－     2029年度：－    2030年度：－ 

継続に向けた

事業設計 

－ 
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（７）－３ 人材育成  

（事業番号３－Ａ） 

事業名 日本遺産を活用する人材の育成 

概要 日本遺産を活用する人材育成のため、すでに地域で活躍している人材を

中心に日本遺産ガイド研修等の教育を実施する 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

日本遺産ガイド研修の

実施 

すでに他の活動をされている語り部（紀伊山地

の霊場と参詣道、南紀熊野ジオパーク）を中心

に、日本遺産を含めてエリアの語り部として活

動できるよう研修等の教育を実施 （インバウン

ド対応含む） 

協議会 

② 

日本遺産ガイドウォー

クイベントの実施 

上記ガイド研修で会得した知識を活用して、日

本遺産ガイドによるウォークイベントを実施す

ることで、ツアーの行程（構成資産、飲食店・土

産物・体験施設）や説明箇所・内容のブラッシ

ュアップを図り、他のガイド等との情報の共有

を図る 

協議会 

③ 

  

 

④ 

  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

日本遺産ガイド研修開催実績 

日本遺産ガイドウォークイベント実施 

２回 

１回 

2023 
２回 

１回 

2024 
２回 

２回 

2025 

日本遺産ガイド研修開催 

日本遺産ガイドスキルアップ研修開催 

日本遺産ガイドウォークイベント 

２回 

１回 

２回 

2026 

日本遺産ガイド研修開催 

日本遺産ガイドスキルアップ研修開催 

日本遺産ガイドウォークイベント 

２回 

１回 

２回 

2027 

日本遺産ガイド研修開催 

日本遺産ガイドスキルアップ研修開催 

日本遺産ガイドウォークイベント 

２回 

１回 

２回 

2028 日本遺産ガイド研修開催 ２回 
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日本遺産ガイドスキルアップ研修開催 

日本遺産ガイドウォークイベント 

１回 

２回 

2029 

日本遺産ガイド研修開催 

日本遺産ガイドスキルアップ研修開催 

日本遺産ガイドウォークイベント 

２回 

１回 

２回 

2030 

日本遺産ガイド研修開催 

日本遺産ガイドスキルアップ研修開催 

日本遺産ガイドウォークイベント 

２回 

１回 

２回 

事業費 2025年度：300千円  2026年度：300千円  2027年度：300千円 

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施 

日本遺産ガイドを養成するとともにスキルアップを図り、また身につけ

たスキルを活用する場としてウォークイベントを開催する。 

事業費 2028年度：300千円  2029年度：300千円  2030年度：300千円 

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施 

日本遺産ガイドを養成するとともにスキルアップを図り、また身につけ

たスキルを活用する場としてウォークイベントを開催する。 
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（７）－４ 整備  

（事業番号４－Ａ） 

事業名 普及、活用事業 

概要 日本遺産のストーリーを体験してもらうために必要な基盤となる設備

の整備・維持管理を行う 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

説明板、案内板の整備 各拠点に整備している説明板、案内板について

情報の更新を含め再整備が必要なものは、再整

備を図る。また整備が必要な箇所等については、

関係者と調整のうえ、整備を行う 

協議会 

② 

パンフレットの整備 日本遺産のストーリーなどを紹介する総合ガイ

ドブック、鯨に関係する体験メニューなどを紹

介するパンフレット、鯨食提供店舗を紹介する

パンフレットを整備しているが、適宜掲載情報

の見直し・拡大を図って再整備を行う 

協議会 

③ 

  

 

④ 

  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

説明板、案内板の確認・整備の検討 

パンフレットの作成・修正・増刷 

２件 

2023 １件 

2024 
47件 

２件 

2025 
説明板、案内板の確認・整備の検討 

パンフレットの修正・増刷 

47件 

１件 

2026 説明板、案内板の確認・整備の検討 47件 

2027 
説明板、案内板の確認・整備の検討 

パンフレットの修正・増刷 

47件 

１件 

2028 説明板、案内板の確認・整備の検討 47件 

2029 
説明板、案内板の確認・整備の検討 

パンフレットの修正・増刷 

47件 

１件 

2030 説明板、案内板の確認・整備の検討 47件 

事業費 2025年度：300千円  2026年度：-     2027年度：300千円   

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施。 

事業費 2028年度：-     2029年度：300千円  2030年度：-   
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継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施。 

 

（７）－５ 観光事業化  

（事業番号５－Ａ） 

事業名 日本遺産ストーリー体験事業 

概要 地域内外の人々に日本遺産のストーリーを体験してもらう事業を実施

し、エリア内での消費拡大や経済効果を生み出す 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

ウォークイベント等の

実施 

ウォークイベントやガイドツアーを実施し、地

域内外の人々に日本遺産のストーリーを体験し

てもらう 

協議会 

② 

既存コンテンツとの連

携 

シーカヤック等地域の体験事業者と連携し、体

験参加者に構成文化財や情報拠点でストーリー

に触れていただき、理解を深めていただく取り

組みを検討・実施 

協議会 

体験事業者 

③ 

地域住民向けセミナー

の開催 

地域に居住する人向けに日本遺産のストーリー

を理解してもらうためセミナーを開催 協議会 

④ 

  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

日本遺産ウォークツアー参加者数 

地域向けセミナーの開催数 

21人 

2023 22人 

2024 
24人 

１回 

2025 日本遺産ウォークツアー参加者数 25人 

2026 
日本遺産ウォークツアー参加者数 

地域向けセミナーの開催数 

28人 

１回 

2027 日本遺産ウォークツアー参加者数 31人 

2028 
日本遺産ウォークツアー参加者数 

地域向けセミナーの開催数 

34人 

１回 

2029 日本遺産ウォークツアー参加者数 37人 

2030 
日本遺産ウォークツアー参加者数 

地域向けセミナーの開催数 

40人 

１回 

事業費 2025年度：250千円  2026年度：300千円  2027年度：250千円   
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継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金・ウォークツアー参加料により事

業実施。 

より幅広い層から参加者を募集するため、熊野古道、南紀熊野ジオパー

クなど地域の観光資源と結び付けたウォークツアーを実施する。ウォー

クツアーについては参加者から参加料を徴収する。 

事業費 2028年度：300千円  2029年度：250千円  2030年度：300千円   

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金・ウォークツアー参加料により事

業実施。 

より幅広い層から参加者を募集するため、熊野古道、南紀熊野ジオパー

クなど地域の観光資源と結び付けたウォークツアーを実施する。ウォー

クツアーについては参加者から参加料を徴収する。 
 

（７）－６ 普及啓発  

（事業番号６－Ａ） 

事業名 学校教育との連携、普及啓発活動 

概要 生徒への教育プログラム、体験メニューを県内外へＰＲし、教育プロ 

グラムや体験メニューを経験してもらい、日本遺産や地域の捕鯨文化の

理解を深めていただく 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

教育旅行等誘致事業 県内外の学校や旅行会社を訪問するなどして、

熊野灘エリアへの教育旅行等を採用してもらえ

る取り組みを実施 

協議会 

② 

体験メニュー紹介パン

フレットの更新 

①の案内ツールとして活用できる体験メニュー

紹介パンフレット再整備を行う 協議会 

③ 

地域住民向けセミナー

の開催 

地域に居住する人向けに日本遺産のストーリー

を理解してもらうためセミナーを開催 協議会 

④ 

  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

くじらの博物館における教育プログラム受講人数 

地域向けセミナー開催数 

1,080人 

2023 1,013人 

2024 
996人 

1回 

2025 くじらの博物館における教育プログラム受講人数 1,005人 

2026 
くじらの博物館における教育プログラム受講人数 

地域向けセミナー開催数 

1,015人 

1回 

2027 くじらの博物館における教育プログラム受講人数 1,025人 

2028 くじらの博物館における教育プログラム受講人数 1,035人 



18 

 

地域向けセミナー参加人数 1回 

2029 くじらの博物館における教育プログラム受講人数 1,045人 

2030 
くじらの博物館における教育プログラム受講人数 

地域向けセミナー参加人数 

1,055人 

1回 

事業費 2025年度：－     2026年度：50千円  2027年度：－ 

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施 

くじらの博物館における教育プログラム受講人数は、2025 年度は 2024

年度の受講人数に対して 101％とし、その後も伸び率を 101％とする。 

事業費 2028年度：50千円   2029年度：－    2030年度：50千円 

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施 

くじらの博物館における教育プログラム受講人数は、2025 年度は 2024

年度の受講人数に対して 101％とし、その後も伸び率を 101％とする。 
 

 

（７）－７ 情報編集・発信  

（事業番号７－Ａ） 

事業名 ＨＰ等における情報発信 

概要 日本遺産のストーリーに関する基本情報や、エリアのイベント情報をＨ

Ｐ等において情報発信する 

 取組名 取組内容 実施主体 

① 

ウェブサイトの継続的

な更新 

ウェブサイトを継続的に更新し、エリアを訪れ

るうえで必要となる構成文化財や観光地の基本

情報を最新のものに整える 

協議会 

② 

ＳＮＳによる情報発信 SNS（Facebook・Instagram）からの情報発信によ

り、エリアの情報発信やイベント情報を発信し

誘客につなげる 

協議会 

③ 

  

 

④ 

  

 

年度 事業評価指標 実績値・目標値 

2022 

Facebookページの発信件数 

SNS（Facebook・Instagram）合計フォロワー数 

10件 

1,419人 

2023 
18件 

1,487人 

2024 
45件※令和 7 年 1 月末時点 

1,693人※令和 7 年 1 月末時点 

2025 
Facebook・Instagramページの発信件数 

SNS（Facebook・Instagram）合計フォロワー数 

50件 

1,750人 
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2026 
Facebook・Instagramページの発信件数 

SNS（Facebook・Instagram）合計フォロワー数 

100件 

1,800人 

2027 
Facebook・Instagramページの発信件数 

SNS（Facebook・Instagram）合計フォロワー数 

50件 

1,850人 

2028 
Facebook・Instagramページの発信件数 

SNS（Facebook・Instagram）合計フォロワー数 

50件 

1,900人 

2029 
Facebook・Instagramページの発信件数 

SNS（Facebook・Instagram）合計フォロワー数 

50件 

1,950人 

2030 
Facebook・Instagramページの発信件数 

SNS（Facebook・Instagram）合計フォロワー数 

50件 

2,000人 

事業費 2025年度：100 千円  2026年度：300 千円  2027年度：100 千円 

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施 

日本遺産認定 10 周年を迎える予定である 2026 年度は重点的に情報発

信を行う。 

事業費 2028年度：100 千円  2029年度：100 千円 2030年度：100 千円 

継続に向けた

事業設計 

和歌山県および構成市町からの負担金により事業実施 
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